
縁
が
保
管
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
額
に
納
め
ら
れ
た
肖
像
画
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
額
縁
の
裏
に
は
「
十
一
世
山
田

庄
左
衛
門
諱い

み
な

顕
善
」
と
「
吏
高
橋

由
一
」
の
名
前
が
読
み
取
れ
た
た

め
、
古
文
書
を
調
査
し
た
結
果
、

明
治
16
（
1
8
8
3
）
年
に
肖
像

画
の
制
作
を
高
橋
由
一
に
求
め
た

旨
を
記
し
た
日
記
の
存
在
が
確
認

平成23年６月号 ４

震
災
被
災
地
へ
の
支
援
状
況

平成23年６月号7５

長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る

地
震

◆
栄
村
へ
の
支
援
状
況
◆

５
月
23
日
〜
 
長
野
県
市
町
村
災

害
時
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、

土
木
技
師
１
人
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。

東
日
本
大
震
災

◆
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ
の
支
援

　
状
況
◆

５
月
20
日
〜
25
日　

長
野
県
派
遣

チ
ー
ム
か
ら
の
協
力
要
請
に
よ

り
、
保
健
師
１
人
、
事
務
職
員
１

人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

方
は
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
の
手

続
き
を
税
務
署
で
行
う
こ
と
で
、

所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得

税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車
と

な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税

の
還
付
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附

金
、
自
治
体
を
通
じ
て
の
被
災
者

へ
の
義
援
金
は
「
ふ
る
さ
と
寄
附

金
」
と
し
て
住
民
税
・
所
得
税
の

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募

金
会
な
ど
へ
の
義
援
金
も
「
ふ
る

さ
と
寄
附
金
」
と
し
て
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務

省
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報
ホ
ー

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

www.nta.go.jp)
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
地
方
税
に
つ
い
て
も
、

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
自
動
車

税
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
ま

た
は
北
信
地
方
事
務
所
税
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

長
野
県
北
信
地
方
事
務
所
税
務
課

☎
22
３
１
１
１

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

あ
な
た
の

が
被
災
地
支
援
に

被
害
を
受
け
た
場
合
の
税
金
の
取
り
扱
い

ム
ペ
ー
ジ(http://www.soumu.

go.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

【
税
額
控
除
に
つ
い
て
】

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

【
寄
附
金
・
義
援
金
に
つ
い
て
】

市
役
所
庶
務
課
防
災
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
１
０
）

高
橋
由
一
の
油
彩
画
発
見

日
本
最
初
の
洋
画
家発見された高

たか は し

橋由
ゆ い ち

一の油彩画
ジャンル　油彩画　制作年代　明治16（1883）年
題名　第11代山田荘左衛門顕善像
サイズ　縦約53㌢　横約41㌢
作者名　高橋由一　文政11（1828）年～明治27
（1894）年江戸生まれ。本格的な油絵技法を習得
し、江戸後期から明治中期まで活躍。代表作は
「鮭」「花魁」（ともに重要文化財）など

　
日
本
で
最
初
の
洋
画
家
と
さ
れ

る
高
橋
由
一
が
描
い
た
油
彩
の
肖

像
画
が
、
（
仮
称
）
山
田
家
資
料

館
の
収
蔵
品
の
中
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　
５
月
18
日
㈬
に
は
、
市
役
所
で

小
田
切
市
長
が
記
者
会
見
を
行

い
、
発
見
の
経
緯
を
発
表
し
ま
し

た
。
記
者
会
見
に
は
、
筑
波
大
学

大
学
院
の
守も

り

や屋
正ま

さ
ひ
こ彦
教
授
と
東
京

芸
術
大
学
大
学
美
術
館
の
古ふ

る

た田
亮り

ょ
う

准
教
授
が
同
席
し
、
作
品
を
調
査

し
た
結
果
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

発
見
の
経
過

　
市
教
育
委
員
会
で
（
仮
称
）
山

田
家
資
料
館
の
収
蔵
資
料
の
写
真

撮
影
と
目
録
化
を
進
め
て
い
る
中

で
、
平
成
22
年
10
月
に
額
縁
が
い

く
つ
か
重
ね
ら
れ
た
状
態
で
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
壊
れ
た
額

さ
れ
ま
し
た
。

　
作
者
が
高
橋
由
一
で
あ
る
こ
と

は
、
守
屋
正
彦
教
授
と
古
田
亮
准

教
授
の
調
査
で
付
随
す
る
日
記
、

書
簡
な
ど
史
料
の
記
述
と
作
品
様

式
、
筆
致
の
特
性
な
ど
か
ら
間
違

い
な
い
と
い
う
判
断
で
あ
り
ま

す
。

作
品
に
つ
い
て

　
高
橋
由
一
は
、
近
代
洋
画
の
父

と
呼
ば
れ
、
美
術
史
的
に
重
要
な

作
家
で
あ
り
一
般
的
に
教
科
書
な

ど
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
作
品
は
、
本
市
に
と
っ
て
ゆ

か
り
の
人
物
を
描
い
た
肖
像
画
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
文
化
、

教
育
、
歴
史
の
側
面
か
ら
、
極
め

て
重
要
な
発
見
で
あ
る
と
同
時

に
、
日
本
近
代
美
術
史
研
究
に
お

い
て
も
重
要
な
発
見
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

※
（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館
は
、

平
成
20
年
に
故
山や

ま

だ

け

ん

ご

田
顕
五
氏

（
江
部
）
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
土

地
、
家
屋
、
収
蔵
品
を
歴
史
資

料
と
し
て
後
世
に
伝
え
、
活
用

す
る
た
め
に
平
成
22
年
４
月
に

開
設
し
、
一
般
に
公
開
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習

課
文
化
財
係

☎
38
３
１
１
２
（
内
線
５
４
２
）

浄
水
、
農
林
畜
産
物
か
ら
は

放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た

　
５
月
11
日
㈬
、
18
日
㈬
に
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
（
露
地
）
を
、
５
月
12

日
㈭
に
水
道
水
を
検
査
し
た
と
こ

ろ
放
射
性
物
質
（
放
射
性
ヨ
ウ

素
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
）
は
検
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

下
水
汚
泥
か
ら
放
射
性
物
質

が
検
出
さ
れ
ま
し
た

　
放
射
性
物
質
（
放
射
性
ヨ
ウ

素
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
）
が
検
出

さ
れ
た
た
め
、
そ
の
取
り
扱
い
方

法
を
早
急
に
県
を
通
じ
国
に
要
望

し
ま
す
。

義
援
金
の
受
け
付
け

　

５
月
20
日
現
在
で
、
１
２
５
３

万
６
４
３
９
円
の
義
援
金
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
面
の
間
、
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
避
難
者
へ
の
支
援

・
避
難
者
へ
空
き
室
の
市
営
住
宅

（左）古田亮准教授　（右）守屋正彦教授

や
教
員
住
宅
を
無
償
提
供
し
て

い
ま
す
。

・
保
健
師
の
訪
問
健
康
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

・
親
戚
宅
な
ど
に
避
難
し
て
い
る

方
へ
温
泉
利
用
券
を
１
人
当
た

り
２
０
０
０
円
分
提
供
し
て
い

ま
す
。

・
そ
の
ほ
か
で
き
る
範
囲
で
支
援

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
防
災
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
１
０
）

※
支
援
状
況
は
４
月
29
日
以
降
の

　

内
容
で
す
。（
５
月
27
日
現
在
）

▲陸前高田市の様子

▲派遣チームの訪問による健康相談


